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２広報ひこね　平成22年12月１日

特集平成21年度　決算

３ 広報ひこね　平成22年12月１日

　

昨
年
度
、
彦
根
市
は
ど
の
よ
う
に

収
入
を
得
て
、
何
に
使
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
平
成
21
年
度
決
算
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
３
９
６
億
１
、
２

３
８
万
９
千
円
、
歳
出
が
３
８
８
億

３
、
１
７
２
万
９
千
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
べ
て
、
歳
入
で
10
・
９
％

用語の説明

【歳入】
市　税：皆さんが市に納めた税金

国庫支出金：特定の目的の財源として国から交付

されたお金（補助金など）

地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中か

ら、市の財政状況に応じて国から交付され

たお金

繰入金：特定の目的のために積み立てているお金

を使うために取り崩したお金　　

県支出金：特定の目的の財源として県から交付さ

れたお金（補助金など）

市　債：大きな事業を行うために国などから借り

入れたお金

《一般会計市債現在高　324億8,407万8千円》

諸収入：ほかの収入科目に含まれない収入（預金利

子など）

使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票を

はじめとする証明書などの交付にかかる手

数料

地方消費税交付金：県が徴収した地方消費税の一

部から市へ交付されたお金

分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利

益を受ける人や団体が納めたお金

繰越金：前年度から繰り越されたお金

【歳出】
民生費：福祉の充実などに使われたお金

総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展のた

めの計画を作るために使われたお金

教育費：小・中学校などの教育や文化、スポーツ

の振興に使われたお金

土木費：道路や橋、公園などの施設の整備などに

使われたお金

公債費：大きな事業を行うためなどに借りたお金

の返済に支払われたお金

衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処理

などに使われたお金

消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対策

に使われたお金

農林水産業費：農林水産業の振興に使われたお金

商工費：商工業や観光の振興に使われたお金

議会費：市議会を運営するために使われたお金

労働費：働く人たちの福祉などに使われたお金

災害復旧費：自然災害による被害の復旧に使われ

たお金

…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

の
増
加
、
歳
出
で
10
・
５
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
左
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
ま
た
、
特
別
会
計
・

企
業
会
計
は
３
ペ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
30-

６
１
０
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

◆
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭

の
開
催
に
対
す
る
実
行
委
員
会

へ
の
補
助
や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
予
防
対
策
の
た
め
、
出

前
講
座
な
ど
に
よ
る
普
及
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
63

公
共
施
設
に
緊
急
地
震
速
報
シ

ス
テ
ム
の
設
置
や
分
散
型
備
蓄

を
図
る
た
め
西
沼
波
町
に
新
た

な
備
蓄
倉
庫
の
建
築
を
実
施
し

ま
し
た
。

◆
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
お
よ

び
多
賀
町
と
定
住
自
立
圏
構
想

の
先
行
実
施

団
体
と
し
て
、

湖
東
定
住
自

立
圏
形
成
協

定
を
締
結
し
、

圏
域
の
活
性

化
に
つ
な
が

る
事
業
を
記

載
し
た
湖
東

定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

◆
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
の
開
設
補
助
や
、
重
症
心

身
障
害
者
通
園
施
設
の
新
設
に

伴
う
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
と
し
て
、
市
内
す
べ
て
の
保

育
園
に
空
気
清
浄
機
、
エ
ア
ー
タ

オ
ル
や
消
毒
液
の
設
置
を
実
施

し
ま
し
た
。

◆
農
地
・
農
業
用
水
な
ど
の
保
全
向

上
を
目
指
し
た
共
同
活
動
や
、
環

境
保
全
に
向
け
て
の
先
進
的
営

農
活
動
へ
の
支
援
を
実
施
し
た

ほ
か
、
神じ

ん

上
じ
ょ
う

沼ぬ
ま

地
区
の
水
草
（
外

来
種
）
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。

◆
市
内
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
を
図
る
た
め
、「
ひ
こ
ね
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
発
行
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
補
助
な
ど
の

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
公
共
交
通
機
関
の
空
白
地
域
や

路
線
バ
ス
の
利
用
が
少
な
い
地

域
で
あ
る
河
瀬
地
区
で
、
新
た
に

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
試
行
的

に
導
入
し
、
有
効
性
を
実
証
す
る

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
耐
震
基
準
に
満
た
な
い
西
中
学

校
の
耐
震
補
強
や
各
小
学
校
の

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
な
ど
、
情
報
通
信
技

術
環
境
の
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
徒
数
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
高
宮
小
学
校
の
校
舎

増
築
事
業
や
東
中
学
校
の
校
舎

な
ど
の
改
築
事
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
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連
結
財
務
書
類

　
　
　
　

４
表
を
公
表

　

彦
根
市
で
は
、
財
産
と
将
来

負
担
を
適
切
に
把
握
し
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
財
政
状
況
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
企
業
会
計

的
手
法
を
取
り
入
れ
て
、
彦
根

市
が
現
在
ま
で
に
取
得
し
た
資

産
や
負
債
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

要
し
た
経
費
な
ど
を
財
務
書
類

に
ま
と
め
、
市
財
政
の
実
態
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
「
総
務
省
方

式
改
定
モ
デ
ル
」
を
用
い
て
作

成
し
た
４
表
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
モ
デ
ル
は
普
通
会
計

に
加
え
、特
別
会
計
や
、市
と
連

携
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
含

め
た
連
結
財
務
書
類
で
す
。　

　

こ
れ
か
ら
も
、
資
産
と
債
務

の
適
切
な
管
理
に
努
め
、
さ
ら

な
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
コ
ス

ト
の
縮
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
市
民
一
人
あ
た
り
の
金
額

は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

10
万
９
、
４
８
２
人
で
算
出

し
て
い
ま
す
。
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江
戸
時
代
の
井
伊
家
に
は
、
お
び
た
だ

し
い
数
の
刀
剣
が
集
積
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
道
具
帳
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
江

戸
時
代
末
に
は
６
０
０
口ふ

り

を
下
ら
な
い

数
の
刀
剣
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

井
伊
家
歴
代
は
、
当
主
と
な
る
と
所
用

の
刀
剣
を
決
め
、そ
れ
を
保
護
・
装
飾
す
る

刀
装
具
、
す
な
わ
ち
拵

こ
し
ら
え

を
新
調
し
ま
し
た
。

歴
代
の
刀
剣
に
は
通
常
、
黒
漆
塗
に
家
紋

を
ほ
ど
こ
す
式し

き

正し
ょ
う

の
拵
に
加
え
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
拵
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。
井
伊

家
伝
来
の
拵
は
特
に
、
種
々
の
変
り
塗
り

の
漆
技
法
を
駆
使
し
た
極
め
て
質
の
高

い
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
す
る
こ
と

か
ら
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
12
代
直な

お

亮あ
き

（
１
７
９
４
～

１
８
５
０
）
の
刀
剣
に
注
目
し
ま
す
。
直

亮
所
用
の
刀
剣
の
ひ
と
つ
に
、「
国く

に

宗む
ね

」
と

銘め
い

を
切
る
太
刀
が
あ
り
ま
す
。
国
宗
と
い

う
と
、
鎌
倉
時
代
に
備
前
国
（
岡
山
県
）

で
３
代
続
い
た
三
郎
国
宗
が
巷

ち
ま
た

で
知
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
、
こ
の
太
刀

は
備
前
の
三
郎
国
宗
と
鑑
定
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
古
い
鎌

　

大
名
道
具
の
随
一
は
刀
剣
で
す
。
名
刀

を
収
集
し
て
有
事
に
備
え
る
こ
と
は
武

門
と
し
て
当
然
の

こ
と
で
す
が
、
刀

剣
は
、
将
軍
と
大

名
、
大
名
と
そ
の

家
臣
の
間
で
拝
領
、

献
上
さ
れ
、
大
名

間
で
も
贈
答
の
対

象
と
な
る
、
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い

重
要
な
品
で
し
た
。

洗
練
の
極
み ―

井
伊
直
亮
の
刀
剣
と
刀
装
具―

倉
時
代
初
期
の
伯ほ

う

耆き
の

国く
に

（
鳥
取
県
）
で
の

制
作
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
太
刀
は
現
在
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
附
属
す
る
拵
も
ま
た
、

傑
出
し
た
出
来
映
え
を
示
す
も
の
で
す
。

　

鞘さ
や

に
見
る
梅
の
花
を
散
ら
し
た
よ
う

な
華
や
か
な
文
様
は
、
東
南
ア
ジ
ア
産

と
言
わ
れ
る
梅か

い

花ら

皮ぎ

鮫ざ
め

と
い
う
稀
少
な

鮫
の
皮
を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
漆
を
塗
っ

て
研と

ぎ
出
し
て
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
縁ふ

ち

、

目め

貫ぬ
き

、
鐔つ

ば

な
ど
の
金
具
も
、
極
め
て
精
巧

な
彫
り
で
、
波
、
魚
、
亀
な
ど
、
海
に
取

材
し
た
意
匠
を
採
り
入
れ
、
拵
全
体
を
海

の
テ
ー
マ
で
統
一
す
る
と
い
う
凝
り
よ

う
で
す
。
下さ

げ

緒お

を
通
す
栗く

り

形が
た

と
鞘
の
先
の

鐺こ
じ
り

に
は
翡ひ

翠す
い

が
嵌は

め
込
ま
れ
、
鮮
や
か
な

緑
が
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
刀
が
ぐ
ら
つ
か
な
い
よ
う
取

り
付
け
る

に
は
、
表
は
井
伊
家
の
家
紋

の
橘
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
透
か
し
文
様
が

あ
し
ら
わ
れ
、
裏
に
は
直
亮
が
書
い
た

「
備
前
三
郎
国
宗
」
の
文
字
を
も
と
に
し

た
刻
銘
が
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
拵
の
制
作
に
直
亮
自
身
が
直
接
的
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

鞘
袋
に
は
舶
来
の
更さ

ら

紗さ

の
布
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
更
紗
は
、
彼
が
熱
心
に

収
集
し
た
雅
楽
器
の
箱
の
包
み
と
し
て
も

よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刀
身

そ
の
も
の
か
ら
拵
、
袋
や
箱
等
に
至
る
ま

で
、
一
式
に
直
亮
の
好
み
が
強
く
反
映
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

刀
や
拵
に
限
ら
ず
、
直
亮
は
、
歴
代
当

主
の
中
で
も
特
に
「
も
の
」
に
寄
せ
る
意

識
が
高
い
人
物
で
す
。
彼
の
好
み
の
道
具

を
概
観
す
る
と
、
揺
る
ぎ
な
い
自
信
に
基

づ
い
た
、
極
め
て
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

刀
剣
は
、
武
家
に
と
っ
て
重
要
な
位
置

を
占
め
る
道
具
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
特
に

そ
の
持
ち
主
の
精
神
や
感
性
が
投
影
さ

れ
や
す
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、

直
亮
に
限
ら
ず
、
当
主
の
人
物
像
を
「
も

の
」
か
ら
読
み
取
り
、
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

　

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
井

伊
家
歴
代
の
刀
剣
」
で
12
月
３
日
㈮

～
22
日
㈬
の
期
間
、
展
示
し
ま
す
。

（
期
間
中
無
休
）

は
ば
き

▲ （裏） ▲ （表）

▼井伊直亮所用の拵（彦根城博物館蔵）
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低
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す

　

湖
東
定
住
自
立
圏
で
は
、
広
域

的
な
環
境
保
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
平
成
20
年
７
月

に
「
低
炭
素
社
会
構
築
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
に
基

づ
き
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑

制
し
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
活
用
と
い
っ
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
資
源
へ
の
取
り
組
み

や
、
里
山
保
全
な
ど
の
地
域
ぐ
る

み
で
行
う
環
境
保
全
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
湖
東
圏
域
内
で
連
携

し
、
更
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
削
減
や
森
林
な
ど
の
保
護
な
ど

に
よ
る
低
炭
素
社
会
構
築
の
活
動

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
低
炭
素
社
会
構
築
の
考

え
方
を
基
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
を
目
指
し
、「
緑

の
分
権
改
革
推
進
事
業
」
に
も
圏

域
で
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良

 
町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

環
境

 

地
域
医
療
再
生
計
画
と
連

携
し
て
、
地
域
医
療
の
充

実
を
図
り
ま
す

　

医
療
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
滋

賀
県
の
「
地
域
医
療
再
生
計
画
」

と
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
再
生
計
画
の
実
施
に

つ
い
て
は
「
湖
東･

湖
北
医
療
圏

地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議

会
」
で
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
㈮
に
同
協
議
会
で
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
施
設
整
備
お
よ
び
救
急
医
療
体

制
の
充
実
に
つ
い
て
の
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
整

備
費
用
は
滋
賀
県
地
域
医
療
再
生

基
金
を
活
用
し
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
施
設
整
備
【
豊
郷
病
院
】　

　

湖
東
医
療
圏
に
は
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
が
な
い
た

め
、
急
性
期
病
院
退
院
後
の
受
け

皿
が
な
く
、
適
切
な
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
け
ら
れ
ず
、

入
院
期
間
が
長
期
化
す
る
と
と
も

に
、
在
宅
療
養
へ
の
円
滑
な
移
行

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

患
者
中
心
の
医
療
を
実
現
し
、

病
気
が
発
症
し
た
急
性
期
の
治
療

を
終
え
た
の
ち
、
身
体
機
能
を
で

き
る
だ
け
も
と
の
よ
う
に
回
復
し
、

在
宅
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

応
じ
た
適
切
で
効
率
的
な
医
療
を

提
供
す
る
た
め
、
豊
郷
病
院
が
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

事
業
内
容　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
30
床
新
設

開
設
予
定　

平
成
24
年
６
月
（
予

定
）

基
金
活
用
額　

３
億
円

救
急
医
療
体
制
の
充
実

【
彦
根
市
立
病
院
】

　

市
立
病
院
で
は
、
年
間
６
０
０

件
余
り
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、血

管
連
続
撮
影
室
が
１
室
し
か
な
く
、

長
時
間
を
要
す
る
治
療
に
使
用
し

て
い
る
場
合
、
こ
の
間
の
救
急
患

者
の
受
入
れ
が
で
き
な
い
状
況
に

な
り
ま
す
。

　

湖
東
医
療
圏
の
唯
一
の
公
立
病

院
と
し
て
、
二
次
救
急
だ
け
で
な

く
三
次
救
急
の
一
部
も
担
う
市
立

病
院
の
救
急
患
者
の
受
入
れ
を
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
新
た
に

血
管
連
続
撮
影
室
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

事
業
内
容　

血
管
連
続
撮
影
室
の

整
備

稼
働
予
定　

平
成
23
年
12
月
（
予

定
）

基
金
活
用
額　

５
、
０
０
０
万
円

　
問
い
合
わ
せ
先　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
施
設
整
備　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番　

救
急
医
療
体
制
の
充
実　

市
立
病

院
企
画
経
営
課
☎
22-

６
０
５

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４

番　

緑の分権改革
推進事業について
　

　地域にある豊かな自然資源

と、それにより生み出される食

料やエネルギー、あるいは歴史

文化資産の価値などを把握し、

地域で最大限活用する仕組みづ

くりを進める事業です。　

　この仕組みを作り上げていく

ことで、エネルギーや産業の創

出を行い、雇用の確保や定住を

進め、湖東圏域において、優し

く豊かな地域社会の実現を目指

します。

　今年度、圏域では下の表にあ

る事業に取り組みます。

バイオマス資源の
有効活用方法の検討

　すでにごみ収集車燃料の

一部を廃食油から精製した

BDF（バイオディーゼル燃料）

を使っていますが、BDF の

更なる有効活用調査や、間

伐材などの草木、食品廃棄

物、生物由来の資源を、エ

ネルギーや肥料として利用

する方策について、調査研

究を行っています。

市民太陽光発電所の
設置と仕組みづくり

　市民から出資を求め、太陽光

発電所を設置します。そのとき

に、運営のあり方について問題

点を調査し、持続可能な制度に

なるかを検証します。

　今回は、愛荘町のるーぶる愛

知川と市内で発電所の設置を

します。

　低炭素社会の実現のために

市民発電所の設置や発電所へ

の出資にご協力いただける、ま

たは関心がある人（団体を含

む ) は、 生活環境課までご連

絡ください。

小水力発電の調査と
利用可能性の検討

　湖東圏域は、せせらぎや農業

用水路など、水に恵まれていま

す。この自然の恵みをいかした

水力発電の可能性について、甲

良町の親水公園や豊郷町の豊

栄のさとなどで、実際に発電機

を動かして調査し、街路灯や獣

害用電気柵などの電力源とし

ての活用を検討しています。

地
域
医
療

圏域で進める、良好な環境を守り育てるための具体的な取り組み

〜緑の分権改革推進事業〜

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

の
共
同
利
用
や
共
同
開
発

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
部
会

で
は
、
現
在
、
各
市
町
で
使
用
し
て

い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
や

今
後
開
発
予
定
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
経
費
の
削
減
、
事
務
の
効
率

化
な
ど
の
た
め
、共
同
利
用
や
共
同

開
発
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
今
年
度
の
取
り
組
み

　

圏
域
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
共
同
利
用
や
共
同
開
発
な

ど
に
取
り
組
む
た
め
、共
同
運
用
可

能
な
業
務
お
よ
び
効
率
化
が
図
れ

る
業
務
な
ど
の
現
状
把
握
と
課
題

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、共
同
利
用
を
行
う
業
務

や
そ
の
運
用
方
法
な
ど
、具
体
的
な

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
あ
と
、共
同
運
用
可
能
な
業

務
か
ら
、順
次
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課 

☎
30-

６
１
０
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

職
員
の
人
材
育
成
・
職
員

交
流
の
取
り
組
み

　

彦
根
市
と
４
町
の
職
員
が
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、職
員
間
の
相

互
啓
発
を
推
進
す
る
た
め
、今
年
度

か
ら
一
部
の
階
層
で
合
同
研
修
を

始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
ま
で
彦

根
市
が
単
独
で
実
施
し
て
き
た「
政

策
形
成
能
力
養
成
研
修
」を
合
同
研

修
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
研

修
は
、６
か
月
に
わ
た
る
長
期
研
修

で
、係
長
級
職
員
を
中
心
と
し
た
23

人
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、政
策

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。
12
月
に

は
湖
東
圏
域
の
行
政
課
題
に
対
応

し
た
具
体
的
な
政
策
提
言
を
行
う

発
表
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
、
こ
れ
ま
で

４
町
合
同
で
実
施
し
て
い
た
管
理

職
研
修
会
に
、彦
根
市
職
員
も
参
加

し
、更
な
る
管
理
能
力
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、相
互
の
先
進
的
業
務
に

関
す
る
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る

と
と
も
に
、職
員
の
人
材
育
成
を
図

る
た
め
、互
い
に
職
員
の
派
遣
や
受

入
れ
を
行
う
交
流
事
業
も
順
次
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
共
同
利
用
・

共
同
開
発

職
員
等
の
交
流

▶
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が

新
設
さ
れ
る
豊
郷
病
院

▲大分県日田（ひた）市で稼働する

小水力発電
▲たんぽぽ作業所にある

　市民太陽光発電所

▲市役所にある廃食油回収 BOX
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小
学
生
の
部

第
一
席

　
『
お
父
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ふ
る

　

 

さ
と
』〈
作
文
〉

　

山や
ま

根ね

久く

実み

さ
ん(

城
西
小
学
校
５
年)

第
二
席

　
『
ぼ
く
の
弟
』　　

      

〈
作
文
〉

　

香か

宮み
や

逸い
つ

希き

さ
ん(

旭
森
小
学
校
３
年)

第
三
席

　
『
か
ゆ
ー
い
夏
休
み
』　　
〈
作
文
〉

　

新あ
ら

井い

鈴す
ず

花か

さ
ん(

佐
和
山
小
学
校
４
年)

中
学
生
の
部

第
一
席

　
『
自
立
へ
の
挑
戦
』 〈
紀
行
文
〉

　

冨と
み

江え

伸し
ん

太た

朗ろ
う

さ
ん(

唐
崎
中
学
校
２
年)

第
二
席

　
『
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
』

                             

〈
作
文
〉

　

藤
井
佳よ

し

乃の

さ
ん(

東
中
学
校
２
年)

第
三
席

　
『
彼
女
と
過
ご
し
た
時
間
』　

　

                          

〈
作
文
〉

　

若
林
奈な

織お
り

さ
ん(

西
中
学
校
３
年)

高
校
生
の
部

第
一
席

　
『
傷

し
ょ
う

年ね
ん

』        

〈
創
作
〉

　

堀ほ
り

田た

亜あ

祐ゆ

実み

さ
ん

　

(

兵
庫
県
立
津
名
高
等
学
校
１
年)

第
二
席

　
『
月
光
』         

〈
創
作
〉

　

田
中
祐ゆ

う

季き

さ
ん

　

(

河
瀬
高
等
学
校
２
年)

第
三
席

　
『
真
意
』         

〈
創
作
〉

　

板い
た

谷や

崇た
か

央ひ
ろ

さ
ん

　

(

彦
根
東
高
等
学
校
２
年)

最
優
秀
賞

『
ツ
ー
ル
・
ド
・

  

フ
ラ
ン
ス
』　
〈
小
説
〉

　
　

冨と

み

成な

り

東も

と

志ゆ

き

さ
ん

（
東
京
都
練
馬
区
在
住
）

佳　

作

『
白
い
壁
と
、

  

画
家
の
妻
』　
〈
小
説
〉

　
　

松ま

つ

沢ざ

わ

友と

も

実み

さ
ん

（
埼
玉
県
春
日
部
市
在
住
）

　

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名

誉
市
民
で
あ
る
作
家
・
故
舟
橋
聖
一
氏
の
功

績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
青
少
年
の

文
学
奨
励
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化
の

振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

18
～
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
22

回
「
青
年
文
学
賞
」
に
は
全
国
か
ら
66
編
の

応
募
が
あ
り
、
ま
た
、
近
畿
各
府
県
お
よ
び

滋
賀
県
に
隣
接
す
る
各
県
の
小
・
中
・
高
校
生

を
対
象
と
し
た
第
25
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に

は
、
１
３
６
編
の
応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま

し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
次
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
、
授
賞
式
が
1 1
月
27
日
㈯

に
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

　

舟
橋
聖
一
文
学
賞
は
、
国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
０
０
年
祭
の
開
催
を
機
に
、

彦
根
市
の
発
展
を
図
る
た
め
に
平
成
19

年
度
に
創
設
し
た
賞
で
す
。
文
学
の
振

興
を
通
じ
て
、
市
民
が
豊
か
な
心
を
育

み
、
香
り
高
い
文
化
を
築
く
た
め
、
名

誉
市
民
で
あ
る
舟
橋
聖
一
の
文
学
の
世

界
に
通
じ
る
優
れ
た
文
芸
作
品
に
対
し

舟
橋
聖
一
文
学
賞
を
贈
り
ま
す
。

　
「
舟
橋
聖
一
文
学
賞
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
文
学
奨
励
賞
」、「
青
年
文
学
賞
」

　

作
品
名
『
天て

ん

地ち

明め
い

察さ
つ

』

　

著
者  

冲う
ぶ

方か
た　

丁と
う 

さ
ん

の
よ
う
な
公
募
式
で
な
く
、
基
準
日

を
設
け
、
そ
の
基
準
日
よ
り
前
の
１

年
間
に
新
し
く
単
行
本
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
優
れ
た
小
説
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。「
舟
橋
聖
一
文
学
賞
」
が
「
文

学
奨
励
賞
」、「
青
年
文
学
賞
」
に
応
募

す
る
人
の
刺
激
と
な
り
、
創
作
活
動

の
目
標
、
励
み
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

広
く
地
域
文
化
の
振
興
が
図
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。

小学生・第３席

新井鈴花さん

舟
橋
聖
一

顕
彰
文
学
賞

小学生・第２席

香宮逸希さん

小学生・第１席

山根久実さん

中学生・第３席

若林奈織さん

中学生・第２席

藤井佳乃さん

中学生・第１席

冨江伸太朗さん

高校生・第３席

板谷崇央さん

高校生・第２席

田中祐季さん

高校生・ 第１席

堀田亜祐実さん

　

今
年
の
受
賞
者
を

  
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

第
４
回
の
受
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

舟
橋
聖
一
文
学
賞

受
賞
コ
メ
ン
ト

　　

文
学
賞
の
応
募
で
こ
う
い
う

も
の
を
い
た
だ
い
た
の
は
初

め
て
の
こ
と
な
の
で
、
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
佳
作
の
連
絡
の

お
電
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、

本
当
に
自
分
の
こ
と
な
の
か
と

実
感
が
す
ぐ
に
は
湧わ

い
て
こ
な

く
て
、
ふ
わ
ふ
わ
と
不
思
議
な

気
持
ち
で
し
た
。
小
説
を
書
い

た
り
絵
を
描
い
た
り
、
昔
か
ら

何
か
を
作
る
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
プ
ロ
の
方
に
直
に
作

品
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
で
佳
作
が
い
た

だ
け
て
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　

文
章
を
書
く
と
い
う
こ
と
は

不
思
議
な
も
の
で
、
考
え
な
が

ら
書
い
て
い
て
も
、
自
分
で
気

づ
か
な
か
っ
た
自
分
の
気
持
ち

が
言
葉
に
な
っ
て
出
て
き
た
り

す
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も

楽
し
み
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
う
し
て
佳
作
を
い
た

だ
け
た
こ
と
を
励
み
に
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
小
説
を
書
き
、

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　　

こ
の
度
は
由
緒
あ
る
賞
に
私

の
作
品
を
選
ん
で
頂
き
、
関
係

者
各
位
、
及
び
選
考
委
員
の
諸

先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

す
。

　

そ
れ
と
誠
に
僭せ

ん

越え
つ

な
が
ら
、

本
作
品
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
で

も
あ
る
、
同
名
の
楽
曲
を
制
作

し
た
ド
イ
ツ
の
偉
大
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
作
品
を
評
価
し
て
頂
い

た
こ
と
は
、
私
の
今
ま
で
培

つ
ち
か

っ

て
き
た
も
の
が
無
駄
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
え
て
、
素
直

に
嬉
し
い
で
す
。

　

し
か
し
、
賞
を
貰
っ
て
も
私

自
身
の
何
か
が
変
わ
る
わ
け
で

は
な
く
、
優
れ
た
作
品
を
作
る

と
い
う
、
根
底
に
あ
る
も
の
は

ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
受
賞
を
一
つ
の
励
み

と
し
て
受
け
止
め
、
今
後
も
小

説
と
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
、
よ
り

質
の
高
い
作
品
を
作
り
続
け
て

い
く
所
存
で
す
。

冲方　丁さん プロフィール

　1996年、早稲田大学在学中に『黒

い季節』で角川スニーカー大賞を受

賞しデビュー。以後コミック・アニメ

との連動を先駆的に行い、マルチな

活動を続ける。著作に『オイレンシ

ュピーゲル』『微睡みのセフィロト』

『ばいばい、アース』などがある。 

2010 年初の時代小説『天地明察』で

第31回吉川英治文学新人賞、本屋大

賞１位、第７回北東文芸賞を受賞。同

書は直木賞にもノミネートされた。

撮
影
：
江
森
康
之
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○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る
場
合

は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の
は
、
給

油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め
る

こ
と
。

○
一
定
以
上
の
振
動
を
感
じ
た
り
転
倒
し
た

場
合
に
、
自
動
的
に
消
火
す
る
耐
震
自
動

消
火
装
置
付
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

点
火
・
消
火
の
確
認

○
点
火
後
は
、
炎
の
調
整
を
行
い
、
正
常
に

燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

○
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず
完
全
に
消

火
を
確
認
す
る
こ
と
。

点
検
・
整
備

○
暖
房
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

点
検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い
る
場

合
は
販
売
店
な
ど
に
修
理
を
依
頼
す
る
こ

と
。

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手
入
れ
は
万
全
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
中
に
お
け
る
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る

火
災
を
み
る
と
、
全
国
で
１
、
４
２
７
件
発

生
し
、
彦
根
市
消
防
本
部
管
内
で
も
平
成
22

年
上
半
期
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
は

３
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
火
災
に
よ
り
３

人
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
の
主
な
原

因
は
、
可
燃
物
の
接
触
・
落
下
、
引
火
・
放

射
熱
、
使
用
方
法
の
誤
り
、
消
し
忘
れ
、
過

熱
、使
用
中
の
給
油
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

安
全
な
取
り
扱
い

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
類
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
一
般

家
庭
で
の
普
及
率
の
高
い
商
品
で
す
。
石
油

ス
ト
ー
ブ
類
は
、
油
を
燃
料
と
す
る
燃
焼
器

具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と

火
災
の
原
因
と
な
り
、
火
災
が
発
生
す
る
と

火
の
回
り
が
速
い
の
で
、
被
害
が
大
き
く
な

り
ま
す
。

　

寒
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か

ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
、
特
に
次
の
点
に
注
意
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類
な
ど
燃
え

や
す
い
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど

の
引
火
の
危
険
性
が
あ
る
も
の
を
使
用
し

な
い
こ
と
。

○
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な

い
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
離
し
て

使
用
す
る
こ
と
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
な
ど
を
干
さ

な
い
こ
と
。

使
用
方
法　
　
　

○
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
方

法
で
使
用
す
る
こ
と
。

　彦根市では、市民の皆さんが健康で豊かな生活

を送れるよう、さまざまな事業を進めています。

　この「市政への意見・提言」で、多くの皆さん

の考えを聴くことで、市民と行政とのパートナー

シップをさらに進めていきたいと考えています。

　市民の皆さんの建設的なご意見・ご提言をお待

ちしています。

　また、「市政への意見・提言」は、彦根市ホー

ムページからも投稿することができます。方法は

トップページにある「市政への意見・提言」のリ

ンクから入り、専用の入力フォームに意見などを

入力して送信してください。

▶いただいた意見は、すべて市長が読んだ後、可

能な限り担当部署から文書・電話などで回答し

ます。

　　回答を希望される人は、必ず住所、氏名、電

話番号を記入してください。

▶個人が特定できる情報を除き、概要を彦根市ホ

ームページなどに掲載させていただく場合が

あります。

▶「市政への意見・提言」の専用封筒は年２回掲

載しています。（次回は平成23年７月を予定）

問い合わせ先　 まちづくり推進室☎30-6117、

FAX22-1398、E-mail:machizukuri@ma.city.
hikone.shiga.jp

次のとおり封筒を作ってください

①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央

をやまおりにしてください。

②のりしろにのりをつけて貼り合わせて

ください。

③切手は貼らずにそのままポストへ投か

んしてください。

危
険
物
の
保
管

○
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も
の
、
ま
た

は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
適
合
性
の
推
奨
ラ

ベ
ル
、
も
し
く
は
認
定
証
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。ま
た
、必
ず

栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
閉
す
る
こ
と
。

○
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所
か
ら
遠
ざ

け
、
直
射
日
光
を
避
け
た
冷
暗
所
と
す
る

こ
と
。

○
地
震
時
に
容
器
が
転
倒
し
た
り
、
落
下
物

に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。
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集計の結果から
　「市政への意見・提言」に、半年間で、128人の皆

さんからご意見などをいただきました。（平成22年

４月〜同９月受付分） 

　いただいた内容は、市政全般にわたり、特に福

祉、環境保全や、道路整備、公共交通、教育など、

市民生活に密着した分野の意見が数多く寄せられ

ました。また、彦根市の行財政運営、商工・観光な

どに関する意見も多くいただきました。

　これらの「意見・提言」は、市民の皆さんの暮ら

しに根ざしたご意見、ご提言として今後の市政運営

の参考にさせていただきます。

平成22年４月〜９月受付分の集計結果
実施方法　▶「広報ひこね」に印刷して各戸配布し、

　郵送された意見・提言を受付

　　　　  ▶  彦根市ホームページから電子メール 

　で受付

内容別件数　156 件

 （彦根市総合発展計画「ひこね 21 世紀創造プラン」

の５つの柱ごとの集計）

▶人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる

　福祉のまちづくり …21 件（13.5%）　　　　
　＊福祉関係   　1 4 件

    ＊医療　 　　 　７件　

▶良好な環境が整った、快適で

　安全・安心なまちづくり …32 件（20.5%）
　＊環境保全　　１4 件   ＊公園・緑地の整備 ４件

　＊上下水道の整備 ６件  ＊地域安全対策       ２件

　＊廃棄物・　　　　　　　　＊交通安全対策      １件

　　     リサイクル            ５件  

▶活力ある産業に満ちた、にぎわい

　あふれるまちづくり …23 件（14.7%）
　＊商工・観光     ８件 ＊公共交通　       　６件 

　＊道路整備　　  ８件 ＊農林水産　           １件 

▶明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

 …18 件（11.5%）
　＊学校教育　     ７件  ＊幼児教育  　    　 ３件 

　＊生涯学習　     ７件  ＊青少年育成          １件 

▶人とひととの交流をひろげ、市民文化を

　創造するまちづくり …9 件（5.8%）
　＊文化・芸術　 　　　　　　　　５件

　＊スポーツ・レクリエーション　  ２件 

　＊国際交流　                            １件　

　＊市民活動　　                         １件

▶その他 …53 件（34.0%）
　＊行財政運営　42 件  ＊その他   　　       ８件

　＊ひこにゃん　 ３件　

福
祉
有
償
運
送
の

登
録
に
か
か
る
申
請
に
つ
い
て

　

道
路
運
送
法
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時
に
支
援

が
必
要
な
人
（
要
介
護
認
定
者
や
、

身
体
障
害
者
な
ど
）
を
、
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
で
き
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
有
償
運
送
）
を

提
供
す
る
場
合
に
は
、
道
路
運
送

法
に
基
づ
き
、
運
輸
支
局
へ
の
登

録
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
登
録
に
は
、
そ
の
地
域

の
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
の

合
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
お
う
と
す
る
団
体
は
、
期
日
ま

で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　

12
月
27
日
㈪　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
23
年

１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
に
開
催

予
定
の
運
営
協
議
会
で
審
査
さ

れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど
、

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局（

障
害
福
祉
課
内
）
☎

27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
税
：

納
税

課 

☎
30-

６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、県
税
：

東
北
部
県
税
事
務
所
湖
東
納
税

課
☎
27-

２
２
０
５
番
、27-

２

２
０
６
番

雪
の
季
節
で
す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

彦
根
市
は
、
冬
季
の
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、

12
月
１
日
か
ら

翌
年
の
３
月
20

日
ま
で
の
間
、

幹
線
道
路
を
中

心
に
除
雪
を
行

っ
て
い
ま
す
。

深
夜
か
ら
早
朝

に
か
け
て
凍
結

防
止
や
除
雪

県
税
や
市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

県
税
や
市
税
は
、
福
祉
や
教
育
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
財
源
で

す
。

　

県
と
市
で
は
、
12
月
を
「
滞
納
整

理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
滞
納
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
税
の
公
平
な

負
担
の
観
点
か
ら
、
一
斉
に
重
点

的
な
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。
も

し
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い
と
、
財
産

（
給
与
・
預
金
・
不
動
産
な
ど
）
を
調

査
し
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、

も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

滋
賀
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
「
滋
賀
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
」
を
設
置
し
、
連

携
し
て
県
税
と
市
町
税
の
滞
納
整

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
特
定
不
妊
治
療
）
を
受
け

た
人
に
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者(

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人)

▼
治
療
期
間
中
と
助
成
の
申
請
時
に
彦
根
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

▼
滋
賀
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
人

▼
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

助
成
額

▼
特
定
不
妊
治
療
費
用
に
対
し
て
、
滋
賀
県
の
助
成
額

15
万
円
を
差
し
引
き
ま
す
。

▼
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
５
万
円
で
す
。

▼
１
年
度
あ
た
り
２
回
が
限
度
で
す
。

▼
通
算
５
年
間
彦
根
市
か
ら
助
成
し
ま
す
。

申
請
期
限　

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

※
た
だ
し
、
治
療
終
了
日
が
、
平
成
23
年
３
月
１
日

㈫
～
同
31
日
㈭
で
あ
る
場
合
の
み
、
申
請
期
限
が

平
成
23
年
４
月
28
日
㈭
に
な
り
ま
す
。

申
請
と
決
定 

健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
、
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１

６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

2011年版

県民手帳販売中

価格　１冊 500 円（販売窓口で

お支払いください）

販売窓口　 企画課、支所、

各出張所、 湖東合同庁舎

１階売店（予約不要です）

販売期間

企画課　平成23年１月21日

㈮まで

支所・各出張所　12月28日㈫

まで

※ 湖東合同庁舎１階売店は

期間に関係なく販売してい

ます。

問い合わせ先　 企画課

　☎ 30-6143、FAX22-1398
作
業
を
行
い
、
通
行
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
作
業
の
妨
げ
と

な
る
路
上
駐
車
な
ど
を
し
な
い
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
、
す
べ

て
の
路
線
を
短
時
間
に
除
雪
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
幹
線
道
路

以
外
の
集
落
内
道
路
や
通
学
路
・

歩
道
な
ど
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
、
地
域
が
互
い
に
協
力
し
あ

っ
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-
６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番
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障
害
者
週
間
は
、障
害
の
あ
る
人
や
障
害
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
や
理
解
を
い
っ
そ
う
深

め
る
た
め
の
週
間
で
す
。障
害
に
対
す
る
周
囲

の
理
解
不
足
や
無
関
心
な
ど
の
た
め
、障
害
の

あ
る
人
が
不
利
益
を
受
け
た
り
、じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。だ
れ
も
が
快
適
に
生
活
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、障
害
の
あ
る
人
に

つ
い
て
、こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
内
部
障
害
を
紹
介
し
ま
す
。

見
え
な
い
ハ
ン
デ
�
キ
�
�
プ

�
内
部
障
害
�

　

内
部
障
害
は
、
進
行
性
の
病
気
を
伴
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
体
力
低
下

や
体
調
面
で
の
不
安
を
抱
え
、
ま
た
、
通
院

や
食
事
療
法
な
ど
で
、
人
に
は
わ
か
ら
な
い

苦
労
が
あ
り
ま
す
。
左
の
表
は
、
内
部
障
害

の
種
類
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
、
わ
か
り
ま
す
か
？

 　
　

  

　

図
１
は
、
車
い
す

使
用
者
用
の
ト
イ
レ

や
駐
車
場
な
ど
、
障

害
の
あ
る
人
が
利
用

で
き
る
建
物
や
公
共

輸
送
機
関
で
あ
る
こ

と
を
表
し
ま
す
。　

　

内
部
障
害
な
ど
、
外
見
で
は
わ
か
り
に
く

い
障
害
の
あ
る
人
の
場
合
、「
車
い
す
で
な
い

の
に
？
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
障
害
の
あ
る
人
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

内
部
障
害
の
あ
る
人
は
、
少
し
の
運
動
で
も

身
体
に
極
度
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

図
２
は
、「
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
」
と
言

い
、
身
体
の
内
部
に

障
害
や
疾
患
の
あ

る
こ
と
を
周
囲
に

知
ら
せ
る
マ
ー
ク

で
す
。
電
車
な
ど
で

こ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
、
席
を
譲
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

図
３
は
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

で
あ
る
こ
と
を
表
し

ま
す
。
オ
ス
ト
メ
イ

ト
と
は
、
人
工
ぼ
う

こ
う
や
人
工
肛
門
の

あ
る
人
の
こ
と
で
す
。 

通
常
の
ト
イ
レ
で
は

排
泄
処
理
が
困
難
な
た
め
、
外
出
に
不
安
を

感
じ
る
人
も
い
ま
す
。

内部障害

【心臓機能障害】　動
どう

悸
き

や息切れが起こること

がある。体力が低下して疲れやすく、風邪

も引きやすい。

【じん臓機能障害】　体力低下や体調の変動を

伴うことが多く、風邪などに感染しやすい。

定期的な人工透析のために通院する人もい

る。

【呼吸器機能障害】　慢性的な呼吸困難、息切

れなどがある。

【ぼうこう、または直腸機能障害】　排せつ機

能の障害。人工肛門、人工ぼうこうがある

人がいる。

【小腸機能障害】　消化吸収が困難で、食事制

限があるか、もしくは食べることができな

い。

【ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）による免疫

機能障害】　免疫機能が低下し、健康な人では

　かかりにくい病気にもかかりやすい。

【肝臓機能障害】　肝炎ウイルスなどの病気で

肝臓機能が低下し、強い疲労感を感じやす

い。

　　　　人権に関わる相談は

　　人権擁護委員へ
　人権に関する問題で、相談する相手がなく

て困ったという経験はありませんか。

　そんなときには、人権擁護委員が相談に

応じます。いじめや体罰、児童虐待などの子

どもの人権問題や、配偶者・パートナーか

らの暴力などの女性の人権問題、部落差別

をはじめあらゆる差別の問題、家庭内、職場

内、隣近所での問題などについて相談を受け

付けています。
　市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

　

人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く

権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

も
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。（
彦
根
市

人
権
尊
重
都
市
宣
言
か
ら
）

　

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人
差
別
、

障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見

を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
家
庭
で
、
職

場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
族
と
、
友
達

と
、
み
ん
な
と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
人

権
週
間
の
強
調
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
権
週
間
の
強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
�
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う
▽
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎
30-

６

１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦
根
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　　

彦
根
児
童
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
や
、

す
て
き
な
賞
品
が
も
ら
え
る
人
権
ク

イ
ズ
大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
人
権

イ
メ
ー
ジ
キ
�
ラ
ク
タ
ー
の
人
Ｋ
Ｅ

Ｎ
ま
も
る
君
や
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち

�
ん
の
ほ
か
に
、
ひ
こ
に
�
ん
も
登

場
し
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈯　

午
前
1 1
時
～

正
午

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根　

セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ

第
62
回
人
権
週
間

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

活
躍
し
ま
し
た

ス
ペ
シ
�
ル
オ
リ
ン
ピ
�
ク
ス

�
バ
ス
ケ
�
ト

 
 
 

グ
ル
�
プ
３
で
優
勝
�

　

11
月
５
日
㈮
～
同
７
日
㈰
ま
で
、
大

阪
府
内
で
開
催
さ
れ
た
「
ス
ペ
シ
�
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本　

夏
季
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
」
に
、
市
内
の
３
選
手

が
出
場
し
て
好
成
績
を
収
め
、
全
国
の

仲
間
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
西
川
和
輝
選
手
た

ち
は
、グ
ル
ー
プ
３
で
見
事
、優
勝
し
ま

し
た
。
卓
球
の
田
宮
寛
人
選
手
は
、
グ

ル
ー
プ
３
で
５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
働
き
、
学
び
な
が
ら
、

月
１
回
、
約
50
人
の
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

※
ス
ペ
シ
�
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
競
技
の
場
を
知
的
発
達
障

害
の
あ
る
人
た
ち
に
提
供
す
る
国

際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
、
４
年
に

１
回
、
国

内
大
会
と

世
界
大
会

が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▲図１▲図２▲図３

▲健闘を誓う田宮
選手（左端）と

　西川選手（右端）
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意見公募手続制度
結果のお知らせ

彦根市荒神山自然の家の設置および

管理に関する条例（素案）について

意見の件数　４件（２人）

【内訳】

修正を行わなかったもの　３件

その他（参考意見）　　　 １件

問い合わせ先　 （仮称）荒神山自然の

家準備室☎ 30-�101、FAX22-13��

彦根市場「日曜市」を開催
　

　彦根総合地方卸売市場を皆さんに開放します。ぜ

ひ、お越しください。当日利用できる商品券を先着
200人にプレゼントします。
日時　12月12日㈰　９：00 〜 12：00
場所　彦根総合地方卸売市場（安食中町）

内容　マグロの解体ショー、彦根海陸物産同業組合
による地場野菜の特売、関連事業者による大売り
出し、模擬店。

問い合わせ先　彦根総合地方卸売市場㈱
　☎25-2518、FAX28-1718

エコマーケット「夢畑」を

同時開催します

問い合わせ先　リサイクルステーション（銀座

町）☎ 26-4810（FAX 共用）。受付時間 10：

00 〜 16：00、木・日曜日、祝日は休み

〈内容〉わらを使って、お正月に飾る手作りのしめなわ
（玄関用のもの、従来型とリース型）を作ります。　〈日時〉

12月27日㈪　9：30 〜 1 1：30　〈場所〉グリーンピアひ
こね（清崎町）〈受講料〉200 円　〈教材費〉従来型 300
円、リース型 500 円　〈定員〉30人（先着順）〈申込期限〉

12月15日㈬ 〈申込・問い合わせ先〉受講料と教材費を添
えて、月〜金曜日の８：30 〜 17：00 に、グリーンピア
ひこね☎ 25-3909、FAX25-3972 の窓口

〈内容〉　テーマ「冬はすばるから」　冬の夜空を観望しま
す。　〈日時〉12月３日㈮　19：00 〜 21：30　（悪天候の

場合は、予備日の 12月４日㈯に開催　※予備日も悪天候の場

合は中止）　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉天文
に興味のある人　〈参加料〉１人 300円　〈申込・問い合わ

せ先〉直接、 子どもセンター☎ 28-3645（FAX 共用）

の窓口に集合してください。

〈内容〉リサイクルのガラスを使い、来年の干支であるウ
サギのガラス作品を作ります。 〈日時〉12月12日㈰ 13：
30 〜 15：30 〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉

小学生とその保護者　〈対象・定員〉15組（先着順）　〈参加

費〉１組500円（１組１作品のみ）　〈持ち物〉はがき大のウ
サギの図案、持っていれば色つきのガラス瓶　〈申込開

始日〉〉12月２日㈭　〈申込・問い合わせ先〉電話か、子ど
もセンター☎ 28-3645（FAX 共用）窓口。

〈内容〉日ごろの子育てのことや子どもの育ち、かかわり
方について話を聞きます。〈日時〉12月17日㈮　10：00〜
11：30　〈場所〉子どもセンター　多目的室　〈対象〉０〜
３歳の子どもの保護者　〈定員〉25組（先着順）　〈参加

費〉無料　〈持ち物〉筆記用具　〈応募期間〉12月３日㈮〜
同16日㈭の 8：30 〜 17：15　〈申込方法〉電話か、子ども
センター窓口へ。〈申込・問い合わせ先〉 子ども未来室
☎ 28-1580（FAX 共用）

〈内容〉チベット研究の第１人者である棚
たな

瀬
せ

慈
じ

郎
ろう

さんにチ
ベット料理を教えていただき、料理を通して文化や生活
習慣の違いを認識し、チベットへの理解や関心を深めま
す。〈日時〉12月17日㈮　18：30 〜 20：30〈場所〉 男
女共同参画センター「ウィズ」　〈受講料〉500円。ただ
し、材料費700円が別途かかります。〈持ち物〉ふきん
２枚、エプロン、三角巾　〈申込期間〉12月１日㈬〜同
15日㈬ 〈対象〉市内在住、在勤、在学の人　〈定員〉20人

（先着順） 〈応募・問い合わせ先〉電話かファクス、E メー
ルで、 男女共同参画センター「ウィズ」☎ 24-3529

（FAX 共用）、E メール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jp

〈コース名・受講料〉テーマ別コース・夜間コース＝週
２〜４時間、44,000〜80,000円　集中コース＝月〜金
曜日の１日２〜４時間、140,000〜265,000円　〈開講

期間〉平成23年１月５日㈬〜３月22日㈫（土・日曜日、

祝日は休講）〈場所〉ミシガン州立大学連合日本センター
（松原町）〈申込期限〉12月16日㈭　〈申込・問い合わせ先〉

同センター☎ 26-3400、FAX24-9356

　子育て講座　〜子どもとのかかわり方〜

　ミシガン州立大学連合日本センター　冬期英語プログラム

　グリーンピアひこね　しめなわ作り教室

　子どもセンター　星空教室

　子どもセンター　ファミリークラフト

　リサイクルガラスで来年の干支かざりを作ろう！

　ウィズ多文化交流セミナー　魅惑チベット世界へようこそ！　

　１日だけのチベット料理教室〜　
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12 月後半】

１６日㈭

１７日㈮

１８日㈯

２１日㈫

２２日㈬

２４日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１４日㈫
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１５日㈬
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日（12月後半）

20日㈪、23日（木・祝）、27日㈪〜 31日㈮

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

12月後半

13日㈪

14日㈫

15日㈬

1�日㈭

1�日㈮

20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日（木・祝）

24日㈮

2�日㈪

2�日㈫

2�日㈬

30日㈭

鳥居本地区、西沼波（出屋敷）、東沼波、日夏、稲枝（西）、上石寺、

下石寺、上岡部、下岡部、出路、田原、稲部（稲部）、金田、田附、

服部

鳥居本地区、大堀、日夏、太堂、千尋、稲枝（西）、肥田（西肥田

を除く）、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

鳥居本地区、東沼波、日夏、大堀、楡、安食中、稲枝（東）、稲部（稲

部東）、肥田（西肥田）、甲崎、野良田、新海、南三ツ谷

鳥居本地区、日夏、西沼波（本郷、住宅）、河瀬地区、稲部（稲部）、

柳川、上西川、下西川、稲里、彦富（笹田団地）、稲部（稲部南）

肥田（西肥田）

鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原

三丁目

鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区

古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区

河瀬地区

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第

１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、

西今、平田（大沢）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、野瀬、

海瀬、三津屋

里根、幸、外、城町一丁目、栄町一丁目、池州、八坂北、八坂、

開出今団地（第１・３部）、西今、宇尾、須越

　12月、ブラジルの学校は夏休みを迎えるシーズンです。

期末試験などが終わり、授業も少なくなり、学校も静ま

り返ります。

　夏休みは２月の初めごろまであり、思う存分遊べる時

期でもあります。家族で海へ、山へと旅行する時期です。

　クリスマスもあるので、遠くに両親がいる人は里帰り。

クリスマスツリーの近くに飾られたテーブルには、丸ご

との七面鳥、レーズン入りのご飯、シャンパンなどが並

べられ、家族同士でプレゼントを交換する風景、そして、

ミサのために教会へ足を運び、祈る人の姿が見られます。

　もちろん、全員が同じようにご馳
ち

走
そう

を用意するわけで

もありませんし、国民全部が祈りをささげるわけでもあ

りません。しかし、クリスチャンが多いブラジルではク

リスマスは家族が集まり、わかちあう時期なのです。

　ブラジルのクリスマスのことを紹介するときに、「12

月は夏です」というと『夏のクリスマス !?』と驚かれる

こともあります。

　北半球に住んでいる皆さんには、真夏にサンタさんが

町中に立っているのを見るのは、なかなか不思議な光景

かもしれません。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】



22広報ひこね　平成22年12月１日23 広報ひこね　平成22年12月１日

田た
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か

咲さ
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ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

河か
わ

元も
と　

駿
し
ゅ
ん

ち

ゃ

ん

（
平
田
町
）

吉よ
し

田だ

茉ま

優ひ
ろ

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

ひこね元気計画21
推進中！
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人口と世帯数
　　　　　　平成22年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,８５６人　（＋　５７）
５５,１２６人　（＋　１９）
５６,７３０人　（＋　３８）

４３,３５９世帯　（＋　４３）

表
紙
の
写
真

　

11
月
19
日
付
け
で
、
文
化

庁
文
化
審
議
会
よ
り
答
申
が
あ

り
、
荒
神
山
に
あ
る
「
荒
神
山

古
墳
」
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
荒
神
山
古
墳
」
は
、

県
下
で
２
番
目
の
規
模
を
ほ
こ

る
、
古
墳
時
代
前
期
末
の
前
方

後
円
墳
で
す
。

　

ま
た
、
彦
根
市
に
と
っ
て
３

件
目
の
国
史
跡
と
な
り
、
彦
根

市
南
部
地
域
で
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
広

報
ひ
こ
ね
12
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

年
末
の
ご
み
等
収
集
は
、
土
・
日
曜
日
を
除
き

12
月
30
日
㈭
ま
で
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

「
ご
み
等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
の
搬
入
は
混
雑
し
ま
す

　

年
末
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す
ご
み
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
缶
・
金
属
類
、
び
ん

類
」
は
地
域
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
と
き
は
、
必
ず
事
前

に
分
別
を
徹
底
し
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
等
搬
入
口
は
「
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
前

の
市
道
沿
い
」
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
犬
上
川

堤
防
道
路
か
ら
は
進
入
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
事
故
防
止
の
た
め
、
必
ず
係
員
の
誘
導
に
従
い
、

経
路
を
守
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
埋
立
ご
み
」
の
直
接
搬
入
は
、
中
山
投
棄
場

で
取
り
扱
い
ま
す
。
必
ず
事
前
に

清
掃
セ
ン

タ
ー
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、
各
出
張
所
で

許
可
証
の
発
行
を
受
け
、
投
棄
場
に
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７

３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-
７
７
８
７
番

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

   

年
末
の
ご
み
等
収
集
と
直
接
搬
入 

   

に
つ
い
て 
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

つ
い
て

▼
彦
根
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
は
、

申
請
す
る
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
種
類
は
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
公
的
な

身
分
証
明
書
（
本
人
確
認
書
類
）
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
公
的
個

人
認
証
に
よ
る
電
子
証
明
書
（
手
数

料
５
０
０
円
）
を
設
定
す
る
と
、
所

得
税
の
確
定
申
告
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。

無
料
交
付
期
間　

平
成
23
年
３
月
31

日
㈭
ま
で

※
た
だ
し
、
紛
失
な
ど
に
よ
る
再
交

付
は
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。

申
請
受
付
日
時　

月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
木

曜
日
の
み
午
後
６
時
30
分
ま
で
。
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

※
電
子
証
明
書
の
発
行
が
必
要
な
場

合
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
最
新
の
住
所
記
載
の
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
き
の
公
的
証
明

書
で
有
効
期
限
内
の
も
の
）
と
、
写

真
付
き
を
希
望
す
る
場
合
は
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
証
明
書
用
写

真
（
縦
４
・
５
㎝
×
横
３
・
５
㎝
、

正
面
・
無
帽
・
無
背
景
、
カ
ラ
ー
・

白
黒
ど
ち
ら
で
も
可
）
を
１
枚
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た

は
、
代
理
人
に
手
続
き
を
依
頼
す
る

場
合
は
、
本
人
あ
て
に
照
会
文
書
を

郵
送
し
て
本
人
の
意
思
確
認
を
行

い
ま
す
の
で
、
即
日
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
写
真
付
き
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申

請
時
ま
た
は
カ
ー
ド
受
領
時
に
必
ず

本
人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

☎
30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド  

交
付
手
数
料
が
無
料
で
す

▲住民基本台帳カード（見本）


